
時間割コード 開講年度

担当教員授業題目

英文授業名 　

単位数 講義期間 曜日・時限 対象学生

講義室 授業形態 遠隔授業科目 備考

信大コンピテンシー

G1D14301 2026

フランス語初級（文法）Ⅰ 鎌田　隆行

French: Elementary Level (Grammar) Ⅰ 　

1 前期 水曜･１時限 ＬⅠ／全

共通教育５３講義室 実習

該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
大学ＤＰ

学士の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力 フランス語の基礎的な文法を身に付け、基本的な語句を用いて
コミュニケーションを行うことができるようになる。
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

多文化協働

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 定評のある教科書を使い、教員による解説、受講生による演習を行うことによってフランス語文法の基
礎をしっかりと身につけます。文法は外国語学習の根幹です。言葉とはなにせ複雑なものですから、そ
の勉強は楽なものではありません。しかし、だからといって特別難しいものでもありません。努力に応
じて着実に実力はついていくものです。できるだけわかりやすい授業の展開を目指します。

(5)授業のキーワ
ード

異文化間コミュニケーション

(6)授業計画 1. ガイダンス：この授業の進め方、教科書、辞書、事前事後学習の方法について学びます。
2. 文字と発音：フランス語の文字と綴りの関係を学び、基本的な単語を発音できるようになることが目
標です。
3. 第1課：名詞の性と数、不定冠詞と定冠詞、形容詞の性と数
4. 第1課：動詞の直説法現在(1)、提示構文・同定構文・存在構文
5. 第2課：-er動詞、前置詞と定冠詞との結合、冠詞の用法
6. 第2課：部分冠詞、否定文における冠詞、主語代名詞on
7. 第3課：動詞の直説法現在(2)、疑問文、指示形容詞、所有形容詞
8. 第3課：数詞1～20、第4課：注意を要する-er動詞、名詞・形容詞の複数形、形容詞・名詞の女性形；
中間テスト出題
9. 第4課：形容詞の位置、人称代名詞(1)（自立形）、第5課：動詞の直説法現在(3)、allerとvenirの直
説法現在
10. 第5課：疑問代名詞（1）、疑問形容詞、疑問副詞、第6課：動詞の直説法現在（4）
11. 第6課：数量の表現、形容詞・副詞の比較
12. 第7課：動詞の直説法現在（5）、人称代名詞(2)
13. 第7課：関係代名詞(1)、第8課：さまざまな否定、過去分詞
14. 第8課：直説法複合過去
（第3回～第14回では教科書の練習問題を正答できるようになることが目標です）
15. まとめ、この授業についてのアンケート（10分程度）
16. 期末テスト

(7)成績評価の方
法

中間テストおよび期末テストを実施します。それぞれ50％とし、総計点に基づいて成績評価を行います。
出席点は計上しませんが、欠席一回につき評定の総計点（100点満点）より2点を減じます。

(8)成績評価の基
準

中間テストおよび期末テストは、授業で学習した練習問題と同レベルの問題が解ければ「水準にある」、
応用問題が解ければ「やや上にある」、やや難しい応用問題が解ければ「かなり上にある」、例題と比
べて難しい応用問題が解ければ「卓越している」と判断します。

(9)事前事後学習
の内容

外国語をマスターするには、学習時間をできるだけ長くすることです。授業時間内の学習だけではフラ
ンス語の文法をマスターすることはできません。毎回授業時に自主学習の課題を出し、次回授業の際に
その成果について質問します。
※この授業は45時間の学習を必要とする内容です。従って，15時間以上の授業時間外学習が必要となり
ます。

(10)履修上の注意 この授業は対面実施です。
授業時間以外の自習（予習・復習）もきちんと行なってください。
このシラバスに記載されている教科書は必ず購入してください。

(11)質問,相談へ
の対応

授業終了後、時間があればその場で質問に応じます。オフィスアワーは火曜日の昼休みとし、それ以外
の時間は電子メールで対応します（メールアドレスはeALPSに掲載）。

(12)授業への出席 ・全ての回に出席することを基本とします。
・授業を4回以上欠席した場合、この授業の達成目標に到達することができないため、成績評価の対象外
（不可）となります。
・感染症報告システムに登録し「出席停止」と判断され、授業に出席できなかった場合は欠席とはみな
しません。
・「学修の補充の対象とする事由」（『共通教育履修案内』参照）により、授業に出席できなかった場
合は欠席とします。



(13)授業に出席で
きない場合の学
修の補充

・「出席停止」により授業に出席できなかった場合は、健康安全センターからのメールを担当教員に転
送して、学修の補充に関する指示を受けてください （『共通教育履修案内』参照）。
・「出席停止」ではなく「学修の補充の対象とする事由」（『共通教育履修案内』参照）により出席で
きず，補充を希望する場合は，所定の方法（『共通教育履修案内』参照）により，共通教育窓口で申請
してください。（この場合は、出席扱いにはなりません。）

【教科書】 大阪大学『新・フランス語文法』編集部会『新・フランス語文法』四訂版、朝日出版社、2023年、
2300円＋税
ISBN: 978-4-255-35338-8
（旧版を購入しないように注意してください）

杉山香織/野澤督/姫田麻利子『コフレ　フランス語基礎単語集』、朝日出版社、2023年、1,300円+税
ISBN: 978-4-255-35301-2

【参考書】 授業の際に指示します。


